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河
原
枇
杷
男
俳
句
に
お
け
る
認
識
論
と
存
在
論 

 

 

石
川
夏
山 

 
  

河
原
枇
杷
男
は
一
九
三
〇
年
に
生
ま
れ
、
二
〇
一
七
年
に
亡
く
な
っ

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
リ
ー
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
枇
杷
男
は
「
一
九
五
四
年
よ
り
永
田
耕
衣
に
師
事
し
「
琴
座
」
同
人
、

一
九
五
八
年
に
高
柳
重
信
の
「
俳
句
評
論
」
創
刊
に
参
加
。
一
九
八
四

年
「
序
曲
」
を
創
刊
・
主
宰
（
一
九
八
九
ま
で
）
。…

（
省
略
）…

存

在
論
的
な
深
み
を
持
つ
幻
想
的
な
句
風
。
句
集
に
『
烏
宙
論
』
『
流
灌

頂
』
『
蝶
座
』
な
ど
が
あ
る
」
と
あ
る
。 

筆
者
は
二
〇
二
〇
年
一
月
に
枇
杷
男
の
句
に
出
会
っ
て
魅
せ
ら
れ
、

そ
の
冬
に
『
河
原
枇
杷
男
全
句
集
』（
注
一
）
を
読
み
、
全
句
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
た
。
魅
せ
ら
れ
た
句
の
多
く
は
、
「
我
」
と
は
何

か
、
世
界
と
は
何
か
と
い
う
認
識
論
の
句
、
死
と
は
何
か
と
い
う
存
在

論
に
つ
い
て
の
句
で
あ
る
。
人
間
の
自
立
、
自
由
、
尊
厳
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
枇
杷
男
の
句
は
も
っ
と
読
ま
れ
、
再
評
価
さ

れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

本
稿
は
、
そ
の
認
識
論
と
存
在
論
と
い
う
主
題
と
表
現
方
法
の
変

化
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

 一 

『
河
原
枇
杷
男
全
句
集
』
と
そ
の
分
析 

（
一
）
全
句
集
の
概
要 

全
句
集
は
二
〇
〇
三
年
九
月
二
三
日
、
兵
庫
県
宝
塚
市
の
序
曲
社

で
出
版
さ
れ
た
（
同
前
）
。
こ
の
出
版
社
は
『
蝶
座
』『
喫
茶
去
』
を
出

版
し
た
会
社
だ
が
、
住
所
は
枇
杷
男
の
自
宅
と
推
測
さ
れ
る
（
注
二
）。 

一
般
に
一
人
の
俳
人
の
生
涯
の
俳
句
を
ま
と
め
た
「
全
句
集
」
や

「
俳
句
集
成
」
は
本
人
の
死
後
、
出
版
社
や
本
人
に
近
し
い
人
に
よ
っ

て
編
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
『
河
原
枇
杷
男
全
句
集
』
は
俳
人
本
人

に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
ら
自
分
の
俳
句
を
終
焉
さ
せ
る
、

言
い
換
え
れ
ば
俳
人
と
し
て
の
死
を
宣
告
す
る
と
い
う
こ
と
は
珍
し

い
行
為
で
あ
る
。
刊
行
後
、
枇
杷
男
は
俳
句
か
ら
離
れ
て
い
る
。 

全
句
集
に
は
第
一
句
集
『
烏
宙
論
』
か
ら
未
完
の
『
阿
吽
』
ま
で
八

句
集
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
句
集
の
原
典
に
当
た

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
論
に
お
け
る
句
は
す
べ
て
全
句
集

か
ら
採
っ
て
い
る
。 

巻
末
に
は
「
覚
書
」
と
し
て
、
各
句
集
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

『
烏
宙
論
』（
注
三
）
は
「
前
年
、
審
査
員
吉
岡
実
、
塚
本
邦
雄
、
高

柳
重
信
、
永
田
耕
衣
の
推
輓
を
得
て
、
第
三
回
俳
句
評
論
賞
を
受
賞
、

そ
れ
を
機
に
一
九
六
〇
年
来
の
句
を
纏
め
て
第
一
句
集
と
し
た
も
の
」

と
あ
り
、
永
田
耕
衣
の
序
が
あ
る
。
ま
た
、『
密
』（
注
四
）
に
は
句
集

に
挿
入
さ
れ
て
梅
原
猛
の
栞
文
が
あ
る
（
注
五
）。 
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枇
杷
男
は
、
こ
の
よ
う
に
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
、
二
〇
〇
三

年
に
全
句
集
と
い
う
事
業
を
成
し
遂
げ
、
七
三
歳
で
俳
句
人
生
を
終
幕

さ
せ
た
が
、
筆
者
は
、
そ
の
句
の
主
題
が
認
識
論
、
存
在
論
で
、
愚
直

に
生
真
面
目
に
、
さ
ら
に
は
禁
欲
的
に
そ
の
道
を
追
究
し
た
た
め
に
、

俳
人
と
し
て
の
死
を
自
ら
選
択
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。 

 
（
二
）
全
句
集
に
お
け
る
特
徴
的
な
用
語 

枇
杷
男
俳
句
の
特
徴
的
な
用
語
を
左
表
の
よ
う
に
集
計
し
て
み
た
。 

         

 

  

 

            

 

    

表
の
「
計
」
よ
り
左
は
一
人
称
に
関
す
る
用
語
で
、
、
右
は
採
用
度

が
高
い
用
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
死
」「
忌
」
、『
蝶
座
』
で
の
「
蝶
」

の
多
さ
が
目
立
つ
。 

こ
の
表
で
、
枇
杷
男
句
に
お
い
て
は
一
人
称
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

全
句
集
七
三
〇
句
の
う
ち
、
一
人
称
の
句
が
一
五
二
句
、
二
一
％
に
達

句集名・刊年 

枇杷男は 1930 年生まれ      

句数 

 

我 われ 

 

こころ 

・心 

 

 

 

 

 

身 わ ( 我 )

が・吾 

計 蝶 闇 蓬 死 忌 

『烏宙論』  1968 年 50 4 3 1 4 0 12（28%） 1 1 1 2 3 

『密』    1970 年 50 5 3 4 2 0 14（28%） 2 2 1 3 0 

『閻浮堤考』 1971 年 50 2 2 3 1 2 12（24%） 2 2 0 6 4 

『流灌頂』  1975 年 70 7 7 

(吾 1) 

3 1 2 18（26%） 3 4 2 6 3 

『訶梨陀夜』 1980 年 80 7 7 2 3 0 21（26%） 7 6 2 6 4 

『蝶座』    1987 年 150 9 9 9 6 6 45（30%） 67 0 0 5 7 

『喫茶去』   1997 年 130 4 4 3 1 5 27（21%） 4 1 2 1 10 

『阿吽』     未完 150 5 5 3 1 2 20（13%） 5 3 0 6 14 

『全句集』   2003 年 730 40 41 28 19 16 152（21%） 91 19 

 

8 35 45 
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す
る
。
さ
ら
に
、
一
人
称
に
代
え
て
他
の
名
詞
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
一
人
称
の
多
さ
は
、
客
観
的
な
数
字
を
示
す
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
一
般
の
俳
句
に
お
け
る
頻
度
に
比
べ
れ
ば
、
異
常
に
多

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
に
、
自
分
と
い
う
存
在
と
そ
の
認
識

に
こ
だ
わ
っ
た
彼
の
表
現
方
法
の
一
端
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。 

 
ま
た
、
俳
句
で
の
表
現
は
通
常
一
人
称
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
一
人

称
の
主
語
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
論
も
あ
る
。
し
か
し
、
枇

杷
男
に
は
一
人
称
で
句
を
作
る
必
然
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
〈
自

分
〉
が
ど
う
認
識
し
た
の
か
、
〈
自
分
〉
の
意
識
の
な
か
に
ど
う
と
ら

え
た
の
か
、
が
問
題
な
の
だ
ろ
う
。 

な
お
、
「
私
」
「
わ
た
し
」
は
一
句
も
な
い
。 

「
死
」「
忌
」
が
多
い
の
も
一
人
称
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
二

つ
の
用
語
は
第
一
句
集
か
ら
採
用
が
多
か
っ
た
が
、『
喫
茶
去
』『
阿
吽
』

で
は
一
一
句
、
二
〇
句
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
集
の
八
％
、
一
三
％
に
達

し
て
い
る
。
死
、
死
者
へ
の
こ
だ
わ
り
も
枇
杷
男
句
の
特
徴
で
あ
る
。

枇
杷
男
は
こ
れ
ら
の
用
語
を
駆
使
し
て
存
在
論
的
な
俳
句
表
現
の
可

能
性
を
追
究
し
た
俳
人
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
表
右
側
の
「
蝶
」「
闇
」「
蓬
」
は
枇
杷
男
句
で
多
く
出
現
す

る
用
語
で
、
他
に
「
道
」
「
蛇
」
「
桃
」
「
月
」
「
銀
河
」
な
ど
が
あ
る
。

枇
杷
男
は
こ
れ
ら
を
駆
使
し
て
幻
想
的
な
俳
句
空
間
を
創
造
し
た
。 

 

二 

枇
杷
男
句
に
お
け
る
認
識
論 

（
一
）
認
識
の
構
造
と
「
我
」
と
「
わ
れ
」 

認
識
と
は
、「
人
間
が
物
事
を
知
る
働
き
及
び
そ
の
内
容
」（
注
六
）

で
あ
り
、
枇
杷
男
が
認
識
し
た
い
対
象
は
、
死
を
内
包
し
つ
つ
死
に
向

き
合
う
自
分
と
、
自
分
が
認
識
す
る
世
界
と
、
そ
の
認
識
方
法
だ
。 

今
、
仮
に
「
我
」
を
意
識
に
お
い
て
対
象
を
対
象
化
す
る
主
体
で
あ

る
と
し
よ
う
。
対
象
は
森
羅
万
象
一
般
で
あ
り
、
「
万
象
一
般
」
に
は

意
識
に
お
け
る
「
我
」
自
身
や
意
識
下
の
記
憶
や
感
情
や
欲
望
や
、
自

分
の
肉
体
も
含
ま
れ
る
。 

そ
の
よ
う
な
意
識
下
の
「
我
」
、
感
情
や
記
憶
や
欲
望
や
肉
体
を
含

ん
だ
人
と
し
て
総
体
を
枇
杷
男
は
と
く
に
平
仮
名
の
「
わ
れ
」
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
「
吾
」
も
一
句
あ
る
）
。
意
識
の
主
体
と
し
て

の
「
我
」
に
対
し
、
自
分
が
対
象
化
し
き
れ
な
い
感
情
や
記
憶
や
欲
望

や
肉
体
を
も
っ
た
、
総
合
的
な
自
分
を
「
わ
れ
」
と
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
意
識
と
し
て
の
「
我
」
は
、「
我
」
自
身
も
、「
わ
れ
（
吾
）
」

を
も
対
象
化
し
よ
う
と
す
る
。 

意
識
の
主
体
で
あ
る
「
我
」
は
自
分
を
意
識
し
よ
う
と
し
て
も
、
意

識
で
き
る
の
は
破
片
の
よ
う
な
、
断
片
的
な
も
の
だ
け
で
、
意
識
さ
せ

る
自
分
、
意
識
下
の
自
分
、
感
情
の
自
分
、
記
憶
の
中
の
自
分
、
さ
ら

に
欲
望
す
る
自
分
、
肉
体
の
自
分
な
ど
の
「
わ
れ
」
を
意
識
し
き
る
こ

と
は
で
き
な
い
。 
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こ
の
よ
う
に
、
「
自
分
」
に
は
、
意
識
で
き
る
既
知
の
自
分
、
意
識

し
き
れ
ぬ
未
知
の
自
分
、
意
識
し
え
ぬ
非‐

知
の
自
分
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。
意
識
と
い
う
作
用
に
お
け
る
対
象
化
は
、
対
象
化
し
え
た
も
の
、

対
象
化
可
能
な
も
の
、
対
象
化
が
不
可
能
な
も
の
に
分
析
す
る
作
業
で

あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
（
対
象
化
し
て
既
知
が
増
し
て
も
未
知
や

非‐

知
が
減
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
四(

二)

で
後
述
す
る
）
。

い
わ
ば
、
意
識
は
自
分
自
身
も
、
他
者
も
世
界
も
完
璧
に
対
象
化
し
つ

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
我
、
思
う
」
で
問
い
は
終
わ
り
に
な
ら
な

い
。
我
を
「
思
わ
せ
る
我
」
を
思
う
、
対
象
化
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま

り
、
問
い
は
無
限
に
続
く
。
認
識
論
は
絶
望
的
な
不
可
能
性
に
突
き
当

た
る
の
だ
。 

枇
杷
男
は
全
句
集
巻
末
の
「
覚
書
」
の
『
密
』
の
解
説
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

《
見
え
ざ
る
も
の
は
見
え
る
も
の
に
お
い
て
現
わ
れ
、
見
え
る
も
の
は

見
え
ざ
る
も
の
の
他
の
何
も
の
で
も
な
い
。
「
書
く
と
は
、
開
か
れ
た

眼
と
閉
じ
ら
れ
た
眼
を
同
時
に
所
有
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
定
本

『
密
』
（
一
九
八
一
年
序
曲
社
）
の
後
記
に
書
い
て
い
る
。
こ
の
生
と

存
在
の
密
、
言
わ
ば
も
う
ひ
と
つ
の
曼
荼
羅
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
を
夢
み

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
》 

文
中
の
「
見
え
る
」
を
筆
者
の
用
い
た
「
対
象
化
」
に
置
き
換
え
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
。 

「
我
」
「
わ
れ
」
「
吾
」
の
具
体
例
を
あ
げ
る
。 

我
を
も
て
一
行
詩
と
せ
む
雲
に
鳥
（
『
蝶
座
』
） 

天
の
川
わ
れ
を
追
ひ
く
る
誰
も
亡
し
（
『
訶
梨
陀
夜
』
） 

蜆
蝶
な
に
か
呟
く
吾
を
過
ぎ
て
（
『
蝶
座
』
） 

 

「
我
」
は
「
我
」
自
身
も
、「
我
」
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
「
わ
れ
」

も
認
識
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
「
我
」
「
わ
れ
」

が
一
句
に
同
時
に
出
現
す
る
句
を
あ
げ
る
。 

蓼
は
穂
に
わ
れ
を
探
し
て
ゐ
る
我
も
（
『
烏
宙
論
』
） 

我
と
わ
れ
す
れ
違
い
ゆ
く
片
か
げ
（
『
烏
宙
論
』
） 

漂
へ
り
我
よ
り
わ
れ
へ
鵙
ひ
と
つ
（
『
訶
梨
陀
夜
』
） 

総
合
的
な
統
一
体
で
あ
る
「
わ
れ
」
が
意
識
の
主
体
で
あ
る
「
我
」

を
認
識
す
る
句
も
あ
る
。 

野
遊
び
に
わ
れ
の
見
知
ら
ぬ
我
も
ゐ
し
（
『
烏
宙
論
』
） 

次
の
句
に
「
わ
れ
」
は
出
現
し
て
い
な
い
が
、「
行
く
」
主
体
は
「
わ

れ
」
で
、
「
我
」
に
会
う
。 

我
ば
か
り
に
逢
ふ
蠛
蠓

ま
く
な
ぎ

の
な
か
行
け
ば
（
『
流
灌
頂
』
） 

さ
ら
に
、
俳
句
主
体
は
不
明
だ
が
、
そ
の
主
体
が
枇
杷
男
本
人
と
出
会

う
と
い
う
句
も
あ
る
。 

亀
鳴
く
や
枇
杷
男
氏
と
又
す
れ
違
ひ
（
『
訶
梨
陀
夜
』
） 
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試
み
に
枇
杷
男
俳
句
の
認
識
の
あ
り
方
を
図
解
す
る
と
、
左
図
の

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。 

 

 
 

                 

（
二
）
多
面
化
し
異
相
化
す
る
「
我
」
「
わ
れ
」 

 

意
識
の
「
我
」
も
、
「
我
」
に
意
識
さ
れ
、
意
識
し
き
れ
ぬ
部
分
を

も
つ
「
わ
れ
」
も
一
人
で
は
な
く
、
断
片
的
に
し
て
、
多
面
体
の
よ
う

な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
対
象
化
の
過
程
で
複
数
以
上
の
「
我
」
や
「
わ

れ
」
「
吾
」
が
立
ち
現
れ
、
異
相
化
す
る
の
だ
。 

 

枯
草
に
二
人
の
我
の
ひ
と
り
棲
む 

（
『
密
』
） 

野
遊
び
の
ふ
た
り
は
雨
の
裔
な
ら
む
（
『
流
灌
頂
』
） 

 
 

鯊
日
和
我
を
無
視
す
る
我
も
ゐ
て 

（
『
喫
茶
去
』
） 

七
人
の
わ
れ
歩
き
ゆ
く
紅
蓮
か
な
（
『
閻
浮
堤
考
』
） 

 

作
句
主
体
が
二
人
で
「
歩
く
」
の
は
、
死
ん
だ
「
我
」
で
あ
る
場
合

も
あ
る
。 

 

彼
岸
花
し
ば
ら
く
歩
く
亡
き
我
と
（
『
喫
茶
去
』
） 

ま
た
、
複
数
以
上
の
自
分
の
な
か
の
一
人
は
体
の
一
部
が
欠
損
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
あ
た
か
も
そ
の
よ
う
な
絵
を
描
い
た
現
代
絵
画

の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（
注
七
）
の
絵
を
見
る
よ
う
だ
。 

顔
の
亡
き
ひ
と
り
は
蓬
摘
み
ゐ
る
も
（
『
流
灌
頂
』
） 

 

こ
の
よ
う
な
表
現
に
つ
い
て
松
下
カ
ロ
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
（
注
八
）。 

《
河
原
枇
杷
男
の
存
在
認
証
（
ア
イ
デ
ン
ト
）
は
句
に
偏
在
す
る
〈
わ

れ
〉
に
基
づ
く
。
彼
が
求
め
る
〈
誰
か
〉
は
む
し
ろ
〈
わ
れ
〉
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。 

 

天
の
川
わ
れ
を
水
よ
り
呼
び
だ
さ
む
『
流
灌
頂
』 

              

対象化しえぬ世界（非‐知） 

  既知、未知、非‐知などと対象化しえる外界 

      肉体を含めた人としての総体 

 

           意識下      

           意識  

我→我  われ      われ・吾   外界 
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菫
摘
む
わ
れ
に
逢
ふ
こ
と
怖
れ
つ
つ
『
訶
梨
陀
夜
』 

 

形
式
と
ア
イ
テ
ム
の
接
点
に
釘
で
打
た
れ
た
よ
う
な
詠
者
（
わ
れ
）

が
い
る
。
も
と
も
と
河
原
が
置
い
た
〈
わ
れ
〉
で
あ
る
が
、
句
内
で
他

の
文
言
と
関
係
を
結
ん
だ
〈
わ
れ
〉
は
、
河
原
が
知
ら
な
い
〈
誰
か
〉

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
を
驚
か
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
や
が
て
、
河
原
の

〈
わ
れ
〉
は
異
質
な
自
己
即
ち
別
の
世
界
に
棲
む
〈
誰
か
〉
を
求
め
て

〈
我
〉
を
離
れ
て
ゆ
く
。 

 

我
を
わ
れ
靡
き
で
て
行
く
枯
す
す
き
『
烏
宙
論
』 

 

蛾
を
打
つ
て
我
ば
ら
ば
ら
に
毀
れ
け
る
『
現
代
俳
句
集
成
』
」》 

筆
者
の
「
我
」「
わ
れ
」
の
考
察
に
お
い
て
、
松
下
カ
ロ
氏
の
文
は

参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。 

対
象
化
す
る
主
体
で
あ
る
「
我
」
は
多
面
化
し
、
か
つ
異
相
化
し
た

「
わ
れ
」
に
向
き
合
い
、
存
在
の
迷
宮
の
入
口
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。 

 

（
三
）
一
人
称
が
他
の
用
語
で
出
現
す
る
場
合 

一
で
述
べ
た
が
、「
我
」「
わ
れ
」
以
外
の
言
葉
で
、
一
人
称
と
し
て

表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。 

 

「
こ
こ
ろ
」
で
の
句
を
あ
げ
る
。 

外
套
や
こ
こ
ろ
の
鳥
は
撃
た
れ
し
ま
ま
（
『
烏
宙
論
』
） 

 

星
月
夜
こ
こ
ろ
に
羽
搏
つ
も
の
棲
み
て
（
『
蝶
座
』
） 

「
身
」
で
の
句
を
あ
げ
る
。 

身
を
出
で
て
十
薬
に
跼
む
暗
き
も
の
（
『
烏
宙
論
』
） 

身
の
中
の
ま
つ
暗
が
り
の
蛍
狩
り
（
『
烏
宙
論
』
） 

身
の
な
か
の
逢
魔
が
辻
の
蛍
か
な
（
『
閻
浮
堤
考
』
） 

さ
ら
に
、
体
の
一
部
を
指
す
名
詞
も
一
人
称
の
変
形
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。 

割
っ
て
み
よ
や
頭
蓋
の
な
か
は
星
月
夜
（
『
閻
浮
堤
考
』
） 

ま
な
う
ら
に
蝮
棲
む
な
り
石
降
る
な
り
（
『
烏
宙
論
』
） 

 
 

て
の
ひ
ら
に
残
る
記
憶
や
寒
北
斗
（
『
閻
浮
堤
考
』
） 

一
人
称
の
俳
句
は
『
蝶
座
』
で
頂
点
に
達
し
、
『
喫
茶
去
』
で
少
な

く
な
り
、『
阿
吽
』
で
さ
ら
に
少
な
く
な
る
。『
蝶
座
』
の
場
合
は
「
我
」

「
わ
れ
」
だ
け
で
な
く
、「
こ
こ
ろ
」「
身
」
を
入
れ
、
全
体
の
三
〇
％

に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
蝶
」
を
一
人
称
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る

句
も
あ
り
、
三
〇
％
を
越
え
る
数
字
に
な
る
。
「
蝶
」
を
使
っ
た
句
を

あ
げ
る
。 

蝶
の
む
れ
胸
で
わ
け
ゆ
く
我
も
夢
か
（
『
蝶
座
』
） 

蝶
の
香
や
言
霊
あ
ま
た
国
に
棲
み
（
『
蝶
座
』
） 

蝶
と
き
に
人
の
貌
す
る
暮
の
秋
（
『
蝶
座
』
） 

 
 三 

枇
杷
男
に
お
け
る
存
在
論 

 

古
来
、
文
学
に
お
け
る
最
大
の
テ
ー
マ
は
死
だ
。
人
は
い
つ
死
ぬ
か

わ
か
ら
な
い
、
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
い
つ
病
気
に
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な
る
か
、
事
故
に
遭
う
か
わ
か
ら
な
い
。
死
は
生
の
連
続
性
を
一
瞬
で

根
こ
そ
ぎ
奪
い
去
る
。
「
我
」
は
死
を
意
識
し
出
せ
ば
、
安
寧
を
貪
る

こ
と
は
で
き
ず
、
常
に
不
安
に
さ
ら
さ
れ
る
。
生
す
な
わ
ち
存
在
は
不

安
定
な
の
だ
。 

枇
杷
男
の
認
識
論
は
死
と
近
接
し
、
死
と
は
何
か
を

考
え
る
こ
と
で
根
源
的
な
存
在
論
と
な
っ
て
ゆ
く
。 

 

ま
た
、
枇
杷
男
俳
句
は
「
死
」
「
忌
」
と
い
う
用
語
が
多
い
。
こ
の

二
つ
が
出
現
す
る
句
は
八
〇
句
。
全
句
集
の
一
一
％
に
あ
た
る
。
こ
れ

も
他
の
俳
人
に
比
べ
る
と
異
常
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

『
現
代
俳
句
全
集 

五
』（
注
九
）
の
「
自
作
ノ
ー
ト
」
で
枇
杷
男

は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

《
『
密
』
の
書
評
の
な
か
で
「
一
度
死
ん
だ
男
」
の
よ
う
に
思
え
て
な

ら
ぬ
と
、
安
井
浩
司
さ
ん
は
、
私
の
正
体
に
つ
い
て
疑
い
を
か
け
始
め

て
い
る
。
松
田
修
さ
ん
は
、
『
閻
浮
堤
考
』
を
管
見
し
て
、
私
の
こ
と

を｢

倒
懸
地
獄
の
紛
れ
も
な
い
一
人
」
と
書
い
て
い
る
」
》 

枇
杷
男
は
自
分
を
死
者
、
あ
る
い
は
死
者
の
よ
う
な
存
在
と
し
て

句
に
出
現
さ
せ
る
。 

深
轍
わ
れ
の
忌
も
過
ぎ
一
月
も 

（
『
流
灌
頂
』
） 

天
の
川
わ
れ
を
水
よ
り
呼
び
だ
さ
ん
（
『
流
灌
頂
』
） 

次
の
句
の
「
ひ
と
り
」
は
「
わ
れ
」
と
読
め
る
だ
ろ
う
か
。 

枯
野
来
る
ひ
と
り
は
嗄
れ
し
死
者
の
声
（
『
閻
浮
堤
考
』
） 

枇
杷
男
は
前
記
に
続
い
て
「
自
作
ノ
ー
ト
」
の
末
尾
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。 

《
人
は
何
処
か
ら
か
来
つ
つ
あ
る
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
何
処
か
へ
行

き
つ
つ
あ
る
者
で
あ
る
。（…

略…

）
何
処
か
ら
来
て
何
処
へ
行
く
か
。

そ
し
て
、
こ
の
我
と
は
何
か
。
か
の
風
雅
な
魔
神
の
招
き
と
は
、
そ
れ

は
ま
た
こ
の
生
と
存
在
に
対
す
る
根
源
的
な
問
い
か
け
そ
の
も
の
に

ほ
か
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。
書
く
と
は
畢
竟
そ
の
問
い
の
淵
に
ひ
と

り
佇
む
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
》 

ま
た
、
死
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
に
死
や
死
の
世
界
に
つ
い
て
表

現
し
た
句
も
あ
る
。 

 

元
人
間
か
や
つ
り
草
に
跳
び
つ
き
ぬ
（
『
密
』
） 

 

蓬
摘
む
い
つ
し
か
亡
者
に
打
ち
ま
じ
り
（
『
喫
茶
去
』
） 

 

犬
稗
は
死
者
の
ひ
と
り
が
分
か
ら
ぬ
ま
ま
（
『
阿
吽
』
） 

武
良
竜
彦
氏
は
枇
杷
男
の
中
心
的
主
題
は
「
死
」
で
あ
る
と
書
い
て

い
る
（
注
一
〇
）。 

《
彼
の
作
句
法
は
（
略
）
観
念
的
な
主
題
優
先
型
で
あ
り
、
そ
の
中
心

的
主
題
が
「
死
」
だ
っ
た
。
／
そ
れ
も
実
体
的
な
死
の
表
現
で
は
な
く
、

観
念
と
し
て
の
死
の
表
現
だ
。
死
と
い
う
観
念
と
季
語
の
取
り
合
わ
せ

と
い
う
方
法
で
「
反
感
傷
的
な
か
な
し
み
を
土
壌
」
と
し
た
「
不
思
議

な
孤
独
感
、
あ
る
い
は
形
而
上
的
な
感
傷
」
、
言
い
換
え
れ
ば
存
在
の

根
源
的
哀
し
み
の
よ
う
な
も
の
を
表
現
し
て
い
る
。
》 

 

存
在
論
的
な
認
識
の
根
源
に
は
不
安
と
哀
し
み
が
あ
り
、
尽
き
せ
ぬ

詩
想
を
生
み
出
す
の
だ
ろ
う
。 
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な
お
、
忌
日
に
関
す
る
俳
句
は
第
一
句
集
か
ら
作
句
し
て
い
る
が
、

し
だ
い
に
多
く
な
り
、
『
喫
茶
去
』
で
は
一
〇
句
、
最
後
の
『
阿
吽
』

で
は
一
四
句
、
一
〇
％
近
く
に
達
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
西
行
、
芭

蕉
ほ
か
赤
黄
男
、
重
信
、
耕
衣
、
芭
蕉
な
ど
で
あ
る
。 

赤
黄
男
忌
や
又
物
質
の
一
悲
鳴
（
『
阿
吽
』
） 

耕
衣
忌
や
物
言
い
た
げ
に
来
る
蠅
も
（
『
阿
吽
』
） 

 
四 
認
識
論
を
追
求
す
る
俳
句
の
孤
独 

（
一
）
時
間
に
よ
る
孤
独 

認
識
と
は
何
か
、
意
識
と
は
何
か
、
意
識
し
き
れ
な
い
意
識
下
に
あ

る
も
の
は
何
か
、
感
情
や
記
憶
や
欲
望
、
さ
ら
に
は
肉
体
を
ど
う
と
ら

え
る
べ
き
か
と
考
え
る
こ
と
は
、
自
己
と
は
何
か
、
人
間
と
は
何
か
と

考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
存
在
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
認
識
論
は
存
在

論
と
通
底
し
て
い
る
。 

忌
わ
し
い
の
は
、
意
識
が
そ
の
日
そ
の
時
、
そ
の
場
の
刹
那
的
、
瞬

間
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
対
象
と
の
関
係
、
そ
の
と
き
の

感
情
、
肉
体
の
状
況
な
ど
意
識
を
め
ぐ
る
環
境
が
意
識
に
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
だ
。
意
識
の
主
体
と
し
て
の
「
我
」
は
う
た
か
た
の
よ
う
に

は
か
な
い
。
ま
た
、
ヒ
ト
は
時
間
的
に
も
変
化
す
る
。
成
長
し
、
老
い

る
。 さ

ら
に
複
雑
に
さ
せ
る
の
は
、
か
つ
て
認
識
し
た
意
識
の
記
憶
に

現
在
の
意
識
が
対
立
し
た
り
、
あ
る
い
は
疎
外
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も

起
こ
る
。
意
識
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
存
在
を
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、

意
識
の
「
我
」
は
疎
外
さ
れ
、
孤
独
と
な
る
。
し
か
し
対
象
化
を
や
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
宿
命
あ
る
い
は
業
の
ご
と
き
も
の
で
、

常
に
敗
北
感
、
未
完
成
感
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

我
が
敗
走
わ
が
こ
こ
ろ
に
葛
咲
き
み
だ
れ
（
『
蝶
座
』
） 

一
つ
葉
嗅
ぐ
我
に
ひ
と
り
の
遍
路
棲
み
（
『
流
灌
頂
』
） 

 

意
識
も
感
情
も
肉
体
も
時
間
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
人
は
時
間

を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

わ
か
っ
た
、
既
知
に
な
っ
た
と
思
っ
た
も
の
が
、
や
は
り
違
っ
て
い

た
、
自
分
の
考
え
方
の
進
展
で
変
わ
っ
た
、
他
者
の
影
響
で
変
わ
っ
た
、

あ
る
い
は
科
学
的
な
知
見
で
修
正
し
た
り
未
知
や
非
知
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
既
知
が
増
え
た
た
め
に
、

未
知
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
非‐

知
の
存
在
も
わ
か
っ
た
と
い
う
こ

と
も
起
き
る
。
知
の
増
加
が
、
同
時
に
、
未
知
と
非‐

知
の
増
加
を
招

く
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
。 

 （
二
）
言
葉
に
よ
る
孤
独 

 

認
識
は
言
葉
で
表
現
す
る
が
、
言
葉
で
思
想
や
感
情
を
表
現
す
る 

こ
と
は
大
変
難
し
い
。
言
葉
は
そ
れ
を
使
い
育
て
て
き
た
人
々
共
同 

の
も
の
で
、
個
人
の
も
の
で
は
な
い
。
自
分
の
言
葉
だ
と
思
え
て
も
、 

言
葉
は
他
人
の
も
の
で
あ
り
、
言
わ
ば
借
り
物
で
あ
る
。
自
分
の
意 

識
、
感
情
を
現
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
に
見
合
う
言
葉
が
な
い 
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と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
言
葉
は
辞
典
に
あ
る
言
葉
し
か
な
い
の
だ
。 

そ
の
な
か
で
満
足
で
き
な
け
れ
ば
、
言
葉
を
作
る
し
か
な
い
。 

ま
た
、
言
葉
は
一
つ
の
字
義
で
は
な
い
た
め
、
ま
た
、
文
章
の
流
れ 

の
な
か
で
複
数
以
上
の
意
味
を
持
つ
場
合
も
あ
る
た
め
、
発
す
る
者
の

思
い
通
り
に
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。 

言
葉
を
使
っ
て
表
現
す
る
者
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
の
あ
り
方
に
無

自
覚
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
言
葉
を
無
自
覚
に
、
全
面
的
に
信
頼
し

て
使
う
こ
と
は
、
そ
の
滑
稽
と
悲
惨
の
な
か
に
い
る
こ
と
だ
。
文
学
者

は
言
葉
に
疎
外
さ
れ
、
と
き
に
言
葉
に
拒
絶
さ
れ
つ
つ
言
葉
を
使
う
者

で
あ
る
。
文
学
者
は
自
分
の
思
い
、
感
じ
た
意
識
、
感
情
を
表
現
す
る

た
め
に
、
比
喩
や
暗
喩
を
駆
使
し
、
た
と
え
話
を
使
っ
た
り
す
る
の
だ
。 

比
喩
な
ど
の
象
徴
化
は
、
直
接
言
い
た
い
こ
と
を
断
念
す
る
こ
と
で
、

仕
方
な
い
選
択
で
あ
っ
て
も
、
疎
外
感
に
見
舞
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
句
は
幻
想
的
な
世
界
を
構
築
し
、
神
話
化
し
、
詩
性

を
獲
得
す
る
。
詩
は
疎
外
と
断
念
の
末
に
、
咽
び
な
が
ら
叫
ぶ
、
あ
る

い
は
呟
く
言
葉
な
の
だ
。 

枇
杷
男
は
そ
れ
ま
で
一
人
称
を
多
く
使
っ
て
い
た
が
、『
蝶
座
』
に

お
い
て
は
「
蝶
」
を
手
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
表
現
の
幅
を
変

え
た
。
そ
れ
ま
で
一
人
称
を
使
っ
て
い
た
表
現
を
断
念
し
、
い
わ
ば
わ

か
り
や
す
さ
を
捨
て
、
象
徴
化
、
場
合
に
よ
っ
て
は
神
話
化
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
詩
性
の
獲
得
を
を
め
ざ
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
こ
と
は
枇
杷
男
の
俳
句
を
さ
ら
に
わ
か
り
に
く
く
し
、
深
淵

を
深
め
、
迷
宮
性
を
高
め
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
で
、
他
者
、
社
会
に

疎
外
さ
れ
る
思
い
、
孤
独
感
を
強
く
し
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。 

「
我
」
や
「
わ
れ
」
な
ど
一
人
称
を
省
略
し
つ
つ
、
内
的
世
界
を
表

現
し
た
と
思
わ
れ
る
句
を
あ
げ
る
。 

或
る
闇
は
蟲
の
形
を
し
て
哭
け
り
（
『
密
』
） 

こ
の
句
で
は
「
闇
」
自
身
を
句
の
主
体
に
置
い
て
い
る
。
「
我
」
は

「
闇
」
に
な
っ
て
い
る
か
。 

月
天
心
家
の
な
か
ま
で
真
葛
原
（
『
流
灌
頂
』
） 

「
家
」
は
作
句
主
体
の
「
我
」
の
家
、
す
な
わ
ち
意
識
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。
月
は
意
識
の
真
葛
原
を
煌
々
と
照
ら
し
て
い
る
。 

 

誰
か
ま
た
銀
河
に
溺
る
る
一
悲
鳴
（
『
蝶
座
』
） 

句
の
主
体
は
「
誰
か
」
で
、
銀
河
で
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
誰
か
」
は
枇
杷
男
だ
。
枇
杷
男
の
「
我
」
だ
ろ
う
。 

以
上
の
三
句
は
、
現
実
世
界
の
現
象
と
し
て
は
成
り
立
た
ず
、
頭
の

な
か
で
の
世
界
で
あ
る
。
枇
杷
男
句
を
知
っ
て
い
る
人
は
枇
杷
男
の
内

的
世
界
と
と
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
人
に
は
文
と
し

て
も
俳
句
と
し
て
も
破
綻
し
て
い
る
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

神
話
的
世
界
を
構
築
で
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
こ
に
枇
杷
男
の
、

否
、
詩
人
の
苦
悩
、
疎
外
感
と
孤
独
感
が
あ
る
。 

『
蝶
座
』
に
は
次
の
よ
う
な
句
が
あ
る
。 

蛇
苺
わ
れ
も
喩
と
し
て
在
る
如
し 

（
『
蝶
座
』
） 

つ
い
に
、
自
分
自
身
は
、
多
面
化
し
異
相
化
し
た
い
ろ
い
ろ
な
自
分
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か
ら
成
る
他
人
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、
実
体
の
な
い
「
喩
」
の
ご

と
き
幻
想
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
言
葉
の
限
界
性
を
引
き

受
け
つ
つ
五
七
五
に
賭
け
た
枇
杷
男
の
壮
絶
な
俳
人
と
し
て
の
在
り

よ
う
を
思
う
。 

 五 

断
念
の
美
学
と
い
う
終
幕 

一
（
一
）
で
、
枇
杷
男
は
錚
々
た
る
人
た
ち
に
認
め
ら
れ
て
第
一
、

第
二
句
集
を
刊
行
し
た
こ
と
を
書
い
た
。
二
〇
〇
三
年
に
全
句
集
を
刊

行
し
た
後
の
二
〇
〇
八
年
に
は
正
岡
子
規
国
際
俳
句
賞
の
俳
句
賞
を

受
賞
し
て
い
る
（
大
賞
は
金
子
兜
太
）
。 

し
か
し
、
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
を
調
べ
る
と
、『
俳
句
研

究
』（
注
一
一
）
に
は
数
号
あ
る
も
の
の
、
全
国
的
な
句
誌
へ
の
登
場

は
少
な
い
。
枇
杷
男
句
の
よ
う
に
抽
象
度
が
高
く
、
難
解
に
見
え
る
句

は
、
多
く
の
読
者
の
共
感
を
得
ら
れ
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、『
俳
句
』
第
二
八
巻
第
六
号
（
注
一
二
）
は
「
特
集
・
現
代
の

俳
人
」
と
し
て
枇
杷
男
を
取
り
上
げ
、
新
作
二
〇
句
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム

集
「
葉
」
、
自
選
百
句
を
載
せ
、
松
田
修
、
安
井
浩
司
、
伊
吹
夏
生
、

今
坂
柳
二
、
林
桂
が
枇
杷
男
論
を
寄
せ
て
い
る
。 

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
四
つ
紹
介
す
る
。 

「
五 

視
る
と
い
う
こ
と
に
疑
い
を
も
つ
こ
と
な
く
し
て
、
真
に
視
る

と
い
う
こ
と
な
ど
始
ま
り
は
し
な
い
」 

「
九 

視
え
ざ
る
も
の
は
、

視
え
る
も
の
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。
視
え
る
も
の
は
視
え
ざ
る
も
の
の

他
の
何
も
の
で
も
な
い
。
」 

「
一
五 

こ
の
生
と
存
在
の
淵
よ
り
掬

い
あ
げ
て
、
何
を
視
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
幻
を
視
る
こ
と
の

他
に
俳
句
形
式
に
遊
ぶ
如
何
な
る
栄
華
が
あ
ろ
う
。
」 

「
一
七 

人

間
は
、
必
ず
死
ぬ
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
き
る
。

そ
れ
だ
け
で
も
、
人
間
は
悪
魔
の
よ
う
で
あ
り
、
天
使
の
よ
う
で
も
あ

る
。
」 

第
三
句
集
以
後
、
枇
杷
男
の
理
解
者
や
友
人
は
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

『
現
代
俳
句
全
集 

五
』（
注
九
）
に
「
枇
杷
男
の
美
学
」
を
書
い

た
吉
岡
実
、
こ
の
項
目
の
あ
と
で
出
て
く
る
大
岡
信
な
ど
は
理
解
者
で

あ
っ
た
が
、
俳
人
で
友
人
を
公
言
し
て
い
た
の
は
安
井
浩
司
で
、
枇
杷

男
の
名
前
を
入
れ
た
句
も
作
っ
て
い
る
（
注
一
三
）。
枇
杷
男
は
目
に

し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

枇
杷
男
か
と
柩
ひ
ら
け
ば
蝶
ば
か
り 

 

河
原
枇
杷
男
宇
宙
の
草
と
成
り
お
ら
ん 

 
 

 

安
井
浩
司
は
二
〇
二
二
年
一
月
に
逝
去
し
た
が
、
熱
心
な
後
輩
た
ち

が
三
冊
の
本
を
作
っ
た
。
そ
の
な
か
の
一
冊
『
安
井
浩
司
読
本
Ⅰ―

安

井
浩
司
に
よ
る
安
井
浩
司
』（
注
一
四
）
に
は
安
井
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
お
い
て
、
安
井
が
ア
ル
バ
ム
を
持
っ
て
き
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ

た
と
い
う
。 

「
こ
の
写
真
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）
五
月
に
撮
影
し
た
も
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の
で
、
左
か
ら
私
、
大
岡
君
、
そ
れ
に
河
原
枇
杷
男
で
す
。
私
は
加
藤

郁
乎
以
降
の
戦
後
の
俳
句
を
、
こ
の
三
人
で
支
え
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
枇
杷
男
の
家
の
前
で
撮
っ
た
写
真
で
、
大
岡
君
と
私
で
枇
杷
男

の
家
に
泊
ま
っ
た
ん
で
す
」
（
筆
者
注
：
「
大
岡
君
」
は
大
岡
頌
司
） 

 

同
書
巻
末
「
安
井
浩
司
自
筆
年
譜
」
で
は
、
一
九
六
八
年
か
ら
一
九

七
六
年
に
か
け
て
、
浩
司
が
枇
杷
男
宅
に
三
度
宿
泊
、
枇
杷
男
も
浩
司

宅
に
一
度
宿
泊
、
一
度
来
訪
（
と
記
載
）
、
東
京
の
会
合
で
二
度
会
い
、

一
九
七
二
年
に
は
「
昨
年
春
よ
り
枇
杷
男
よ
り
Ｔ

e

l

が
し
ば
し

ば
。
こ
ち
ら
も
負
け
ず
に
か
け
る
の
で
Ｔ

e

l

代
高
し
。
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
浩
司
は
枇
杷
男
の
六
歳
下
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
交
友
が
あ
っ
て
も
枇
杷
男
は
自
分
か
ら
俳
句
を
や
め

た
。
そ
れ
は
何
故
か
、
枇
杷
男
は
語
ら
な
い
。
し
か
し
、
最
後
の
句
集

で
あ
る
『
阿
吽
』
で
は
、
密
教
的
な
影
が
増
す
と
と
も
に
、
俳
句
へ
の

訣
別
を
匂
わ
せ
る
句
が
あ
る
。
い
く
つ
か
あ
る
が
、
三
句
あ
げ
る
。
一

つ
は
忌
日
句
で
も
あ
る
。 

こ
の
寂
し
さ
俳
句
の
ご
と
し
潮
干
狩 

重
信
忌
俳
句
に
も
飽
き
我
に
も
亦 

俳
句
ち
ふ
淵
や
在
る
ら
し
星
の
秋 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
枇
杷
男
句
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
人
生
を
感
慨
す

る
句
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
枇
杷
男
句
の
結
晶
度
の
高
い
硬
質

な
俳
句
の
域
に
達
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

濁
世
の
灯
恋
し
と
来
し
や
げ
じ
げ
じ
も 

冬
に
入
る
銀
漢
わ
れ
を
糺
す
か
に 

風
花
曰
く
時
代
は
つ
ね
に
淋
し
き
と 

そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
の
『
河
原
枇
杷
男
全
句
集
』
で
俳
句
の
活
動

を
終
焉
さ
せ
た
。
枇
杷
男
は
こ
の
句
集
内
の
「
覺
書
」
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。 

《…
…

こ
の
一
巻
は
歩
み
の
果
て
に
否
応
な
く
見
出
さ
れ
る
己
れ
の

墓
碑
で
も
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
到
っ
て
思
わ
れ
る
の
は
、
今
日
ま
で
に
享

け
て
き
た
恩
顧
の
か
ず
か
ず
で
あ
る
。
そ
の
思
い
出
の
な
か
か
ら
「
写

実
写
生
句
の
は
る
か
遠
方
を
歩
み
、
人
間
の
も
つ
謎
の
世
界
に
存
在
論

的
に
せ
ま
る
作
風
を
特
徴
と
し
て
」（
大
岡
信
『
百
人
百
句
』
講
談
社
）

「
独
特
な
内
部
宇
宙
と
も
い
う
べ
き
世
界
を
切
り
拓
い
て
き
た
人
」

（
大
岡
信
『
名
句
歌
ご
よ
み
〔
秋
〕
』
角
川
文
庫
）
の
端
的
を
恰
好
の

墓
碑
銘
と
し
て
顧
み
つ
つ
、
幕
を
お
ろ
す
こ
と
に
し
た
い
。
》 

 

自
分
で
墓
碑
を
建
て
て
終
幕
す
る
、
こ
れ
は
美
学
と
言
う
ほ
か
は
な

い
。
枇
杷
男
は
、
認
識
論
、
存
在
論
の
句
を
孤
独
と
疎
外
感
の
う
ち
に

作
り
続
け
、
あ
る
種
の
限
界
と
や
り
き
っ
た
と
い
う
感
覚
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
人
間
と
し
て
、
俳
人
と
し
て
の
疲
労
を
感
じ
、
俳
句
か
ら
距

離
を
置
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

角
川
書
店
の
『
俳
句
年
鑑
』
二
〇
〇
一
年
版
（
注
二
）
に
は
「
二
〇

〇
〇
年
諸
家
自
選
五
句
」
に
句
を
寄
せ
、
「
全
国
俳
人
住
所
録
」
に
も

氏
名
、
住
所
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
二
年
版
（
注
一
五
）
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に
は
住
所
録
に
は
記
載
は
あ
る
が
、
句
は
寄
せ
て
い
な
い
。
二
〇
〇
一

年
版
に
掲
載
さ
れ
た
五
句
の
最
後
の
句
は
先
に
あ
げ
た
『
阿
吽
』
の
句

で
あ
る
。 

 

俳
句
ち
ふ
淵
や
在
る
ら
し
星
の
秋 

 

六 

結
語―

不
可
能
性
の
彼
岸
へ 

 
彼
は
二
〇
〇
三
年
、
七
三
歳
で
沈
黙
し
、
二
〇
一
七
年
ま
で
生
き
た
。

彼
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、
自
分
の
句
や
俳
句
界
を
見
つ
め
て
い
た
の

だ
ろ
う
。 

筆
者
は
枇
杷
男
の
死
を
二
〇
二
二
年
三
月
に
知
っ
た
。
そ
れ
ま
で
存

命
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
東
京
新
聞
の
「
外
山
一
機
の
俳
句
の
ま
な
ざ

し
」
と
い
う
月
一
度
の
連
載
（
注
一
六
）
の
「
遠
く
を
見
据
え
た
２

人
」
と
い
う
記
事
で
、
外
山
は
、
同
年
一
月
の
安
井
浩
司
と
二
〇
一
七

年
の
河
原
枇
杷
男
の
死
を
伝
え
て
い
た
。
そ
の
記
事
か
ら
『
鬣
』
第
八

二
号
（
注
一
七
）
の
鬣
の
会
会
長
、
林
桂
の
追
悼
記
事
「
追
悼
・
河

原
枇
杷
男―

究
極
の
一
句
へ
」
を
知
っ
た
。
読
む
と
、
整
理
を
委
託
さ

れ
た
司
法
書
士
事
務
所
か
ら
の
『
鬣
』
寄
贈
中
止
の
依
頼
で
「
平
成
二

九
年
逝
去
の
詳
細
は
仕
事
上
ご
遺
族
の
了
解
な
く
教
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
そ
う
だ
。
さ
ら
に
、
鬣
の
会
は
『
鬣
』

第
八
五
号
（
注
一
八
）
に
お
い
て
「
河
原
枇
杷
男
を
読
む
」
と
い
う

特
集
を
組
ん
で
い
る
。 

 

筆
者
は
二
〇
一
四
年
に
俳
句
を
は
じ
め
、
二
〇
一
八
年
に
現
代
俳
句

に
転
向
、
二
〇
二
〇
年
に
枇
杷
男
を
知
っ
た
。
枇
杷
男
を
知
る
前
か
ら
、

我
と
は
何
か
、
世
界
と
は
何
か
と
い
う
よ
う
な
句
を
作
っ
て
き
た
。
枇

杷
男
を
知
っ
て
師
を
得
た
よ
う
に
思
い
、
会
い
た
い
と
思
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
と
き
す
で
に
彼
は
こ
の
世
に
は
い
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
早

く
、
俳
句
を
始
め
、
枇
杷
男
を
知
っ
て
い
た
ら
と
思
う
。 

 

枇
杷
男
は
、
我
と
は
何
か
、
意
識
と
は
、
さ
ら
に
世
界
と
は
、
死
と

は
何
か
問
い
、
認
識
論
と
存
在
論
を
追
究
し
続
け
、
果
て
た
。 

 

野
菊
ま
で
行
く
に
四
五
人
斃
れ
け
り
（
『
烏
宙
論
』
） 

 

「
野
菊
」
は
何
の
象
徴
だ
ろ
う
か
。
到
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
非

‐

知
と
い
う
不
可
能
性
の
彼
岸
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
、
そ
う
で
あ
っ
て

も
、
死
と
い
う
非‐

知
を
内
包
す
る
存
在
の
対
象
化
と
い
う
認
識
行
為

を
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
四
五
人
」
の
な
か
に
枇
杷
男
は
い
る
。

否
、「
四
五
人
」
は
す
べ
て
枇
杷
男
な
の
だ
。
枇
杷
男
の
Ａ
、
Ｂ
，
Ｃ
、

Ｄ
、
Ｅ
な
の
だ
。
そ
し
て
、
筆
者
も
そ
の
な
か
の
一
人
で
あ
り
た
い
と

思
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
了
） 

  

【
注
】 

一 

河
原
枇
杷
男
著
『
河
原
枇
杷
男
全
句
集
』
宝
塚
市 

序
曲
社 

二
〇

〇
三
年 

二 

『
俳
句
年
鑑
二
〇
〇
一
年
版
』（
角
川
書
店 

二
〇
〇
一
年
一
月
）
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の
「
全
国
俳
人
住
所
録
」
に
お
け
る
枇
杷
男
の
住
所
と
同
じ
。 

三 

『
烏
宙
論
』
俳
句
評
論
社 

一
九
六
八
年 

四 

『
密
』
白
桃
社 

一
九
七
〇
年
。 

五 

全
句
集
巻
末
「
覚
書
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
密
』
栞
文
の
梅
原

猛
の
文
章 

《
不
思
議
な
世
界
が
そ
こ
に
あ
る
。
河
原
枇
杷
男
は
一
つ
の
世
界
を
つ

く
っ
た
。
そ
し
て
一
つ
の
世
界
を
も
つ
作
家
や
詩
人
や
思
想
家
が
現
在

い
か
に
少
な
い
こ
と
か
。
私
は
河
原
枇
杷
男
の
世
界
創
造
を
祝
福
し
た

い
》 

六 

『
広
辞
苑
』
第
七
版 

岩
波
書
店 

二
〇
一
八
年 

七 

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン 

一
九
〇
九
年
～
一
九
九
二
年 

ア
イ

ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
画
家 

八 

『
女
神
た
ち 

神
馬
た
ち 

少
女
た
ち
』
松
下
カ
ロ
著 

深
夜
叢

書
社 

二
〇
一
六
年 

九 

『
現
代
俳
句
全
集 

五
』
立
風
書
房 

一
九
七
八
年 

一
〇 

武
良
竜
彦
「
河
原
枇
杷
男
句
集
考‐

答
え
の
な
い
存
在
の
問
い
」 

ブ
ロ
グ
『
武
良
竜
彦 

俳
句
の
ペ
ー
ジ
』 

一
一 

『
俳
句
研
究
』
は
一
九
三
四
年
に
改
造
社
で
刊
行
、
一
九
四
四

年
か
ら
目
黒
書
店
、
巣
枝
堂
書
店
、
一
九
五
二
年
か
ら
俳
句
研
究
社
、

一
九
八
六
年
か
ら
富
士
見
書
房
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
角
川
Ｓ
Ｓ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
二
〇
一
一
年
に
終
刊
。 

一
二 

『
俳
句
』
第
二
八
巻
第
六
号 

角
川
書
店 

一
九
七
〇
年 

一
三 

『
句
集 

空
な
る
芭
蕉
』 

安
井
浩
司
著 

沖
積
舎 

二
〇
一

〇
年 

 

一
四 

『
安
井
浩
司
読
本
Ⅰ 

安
井
浩
司
に
よ
る
安
井
浩
司
』 

酒
巻

英
一
郎
ほ
か
編 

金
魚
屋
プ
レ
ス
日
本
版 

二
〇
二
二
年 

一
五 

『
俳
句
年
鑑
』
二
〇
〇
二
年
版 

角
川
書
店 

二
〇
〇
二
年 

一
六 

東
京
新
聞
二
〇
二
二
年
三
月
一
九
日
夕
刊 

外
山
一
機
「
遠
く

を
見
据
え
た
２
人
」 

 

一
七 

『
鬣
』
第
八
二
号 

前
橋
市 

鬣
の
会 

二
〇
二
二
年 

一
八 

『
鬣
』
第
八
五
号 

前
橋
市 

鬣
の
会 

二
〇
二
二
年 

 

【
注
以
外
の
参
考
文
献
】 

〇
『
昭
和
俳
句
作
品
年
表
』
現
代
俳
句
協
会
編
刊
二
〇
一
七
年 

川
名

大
「
戦
後
俳
句
の
展
望―

「
近
代
」
と
「
反
近
代
」
の
諸
相
」 

〇
『
俳
句
・
彼
方
へ
の
現
在
』
林
桂
著 

詩
学
社 

二
〇
〇
四
年
「
河

原
枇
杷
男
の
現
在
」 

 

〇
ウ
エ
ブ
『
総
合
文
学
ウ
ェ
ブ
情
報
誌 

文
学
金
魚
』
田
沼
泰
彦 

「N
o

.0
0

2

河
原
枇
杷
男
」 

二
〇
一
二
年 

〇
『
俳
句
研
究
』
第
三
七
巻
一
〇
号 

河
原
枇
杷
男 

「
俳
句
に
お
け

る
新
し
い
古
典
主
義
」 

〇
『
俳
句
研
究
』
第
三
八
巻
一
〇
号 

中
村
苑
子 

書
評
『
閻
浮
堤
考
』 

〇
『
俳
句
研
究
』
第
四
八
巻
九
号 

河
原
枇
杷
男 

「
安
井
浩
司
」 

〇
『
俳
句
研
究
』
第
五
一
巻
四
号 

大
庭
紫
逢 

「
み
な
生
き
す
ぎ
し
」 

〇
『
安
井
浩
司
読
本
Ⅱ 

諸
氏
百
家
に
よ
る
安
井
浩
司
論
』
酒
巻
英
一

郎
ほ
か
編 

金
魚
屋
プ
レ
ス
日
本
版 

二
〇
〇
二
年 

 


